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適応指導教室（学校支援センター）

の取り組みについて

全国適応指導教室連絡協議会 会長 森 敬之

文部科学省 不登校に関する調査研究協力者会議 H27･2･10

１ 適応指導教室とは

２ 適応指導教室を取り巻く状況

３ 適応指導教室の取り組み

１ 適応指導教室とは

不登校児童生徒の集団生活への適応、
情緒の安定、基礎学力の補充、基本的生
活習慣の改善等のための相談・適応指導
を行うことにより、その学校復帰を支援
し、もって不登校児童生徒の社会的自立
に資することを基本にする。

H15 教育支援センター(適応指導教室)整備指針（試案）

１ 適応指導教室とは

公立の施設（教育委員会）

学校に籍を残して通所
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長
期
欠
席
者

「長期欠席者」
文部科学省 学校基本調査による

30日以上の欠席 →

病気

経済的理由

（きっかけなく）
行きたくても行けない

（きっかけあって）
行きたくても行けない

行きたくない

行かない・その他

２ 適応指導教室を取り巻く状況

全国名古屋

２９５人（過去最高） 50人未満 85.2％
（うち８割は30人未満）

小中学生 中学生のみ 0.1％
高校生も 9.9％

特別支援 58.7％

適応指導・教育相談 適応のみ 21.6％

学
校
で
の
対
応

名古屋市における不登校児童生徒の支援

関係機関での対応

総合窓口

通所

２ 適応指導教室を取り巻く状況（課題）

全国名古屋

スタッフ不足

教材や活動のための道具･場所の不足

空き施設の利用→ 老朽化

→ 通所地域の偏り

(全適連 加盟率の低下)
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３ 適応指導教室の取り組み

不登校児童生徒の集団生活への適応、
情緒の安定、基礎学力の補充、基本的生
活習慣の改善等のための相談・適応指導
を行うことにより、その学校復帰を支援
し、もって不登校児童生徒の社会的自立
に資することを基本にする。

H15 教育支援センター(適応指導教室)整備指針（試案）

３ 適応指導教室の取り組み

基本的生活習慣の改善
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名古屋を例に

３ 適応指導教室の取り組み

集団生活への適応

３ 適応指導教室の取り組み

集団生活への適応
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３ 適応指導教室の取り組み

集団生活への適応

３ 適応指導教室の取り組み

情緒の安定

３ 適応指導教室の取り組み

基礎学力の補充

３ 適応指導教室の取り組み

取り組み

一人一人のアセスメント
（状況や困り感 ← 情報収集・整理・理解 → 支援の方向性）

見
学
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面
接

受
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アセスメント

職員 ｶｳﾝｾﾗｰ

医師 学校
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３ 適応指導教室の取り組み（課題）

困り感の背景 多様化

スタッフ不足・予算不足

学校 他機関との連携

基礎学力の個人差

集団生活への適応

基礎学力の補充

アセスメント

支援計画

ご静聴ありがとうございました

子どもに笑顔

保護者に安心

学校に有用感


